納涼ビアパーティ
○フラメンコギターの妖艶な演奏が流れパーティの幕が開いた。生涯保健部の加藤部長の華麗なステップが、スクリーンのダンサー達の群舞と渾然一体となり、高く掲げられた指先の黒いカスタネットの乾いた音がホールに響いて、２００名近い参加者を一気に魅了した。続いて、ハワイアンの妙なる音色とともに、可憐、かつあでやかな衣装を身にまとった専門課程地域保健福祉分野の研修生のHさんが登場しフラダンスを舞うと、その素晴らしさに会場の興奮はピークに達した。さらに、国際保健分野のサモアのFa'asino嬢がお国の衣装を身にまとい民族舞踊を披露すると、その素朴で味わい深いリズミカルな音楽と踊りに、国際保健分野の同僚であるMsangi氏（タンザニア国）が飛び入り参加、見よう見まねの熱演が妙に決まって、満場の喝采を浴びた。
○パーティは興奮さめやらぬ国際舞踏会から、後半は一転して生演奏コーナーに移っていった。最初はハワイアンバンドだ。元公衆衛生院衛生獣医学部部長山崎氏（ウクレレ）、研究情報センターの宮間氏（ベース）そして同センターの栗田嬢（シンセサイザー）のトリオによる卓越した演奏がアンプから場内に流れると、歓声が沸き上がり、やがて感動の渦に引き込んだ。続いて、ビールを抑えめに満を持していた企画調整主幹の鈴木氏がギターを片手に登場した。同氏は、翌日付けで異動転出の身であることを内に秘め、万感の思いを込めて得意の拓郎やサザンの歌を熱唱。入れ替わり立ち替わりの飛び入りボーカルの伴奏も勤めあげ、晴れやかな笑顔で「科学院my love so sweet !」。
  パーティの最後は、職員有志から差し入れの西瓜が振る舞われる中、研修生、職員、浴衣姿の女子職員入り乱れての盆踊りになって、あっという間の２時間強が過ぎていた。
○トップページでご覧のとおり、「納涼ビアパーティ」が７月１０日夜開催されました。かつて公衆衛生院では、夏の夜の恒例の行事として、盛大に開催されていたこともあり、学生・研修生や教職員の健康増進・交流促進の観点から、様々な場で開催を待望する声が寄せられていました。科学院発足後７年目にしてようやく、教務会議、健康管理委員会と職員有志の皆さんの協同開催の形で実現することができました。
　会場には、食堂及びロビーがあてられ、天井には提灯が飾られムードを盛り上げました。ポップコーンや風船釣りなどの露店（模擬店）も設けられ、大にぎわいでした。その売り上げは１万８千円にのぼりましたが、日赤を通じて「岩手・宮城内陸地震」の被災者に贈られることとなっています。
○何かにつけて役所のやることに厳しい目が向けられ、「公務員バッシングさえしておけば～」という風潮が依然として大手をふるっています。周辺の団地に迷惑がかかったり、苦情が寄せられるようなことは厳に慎まなければなりません。しかし、とりわけ国際コースの皆さんが楽しそうに踊りの輪に加わっているのを見るにつけ、いつの日か、内外の学生・研修生や職員、近隣の老若男女の皆さんが、一緒にビアパーティや盆踊りで交流を深める「夏の宵」を夢見るのもあながち無謀でもない気がします。
2008.7.14 国立保健医療科学院　同窓会事務局
